
次次回の主な活動内容回の主な活動内容

植樹祭に向けた 第1回実行委員会植樹祭に向けた 第1回実行委員会植樹祭に向けた 第1回実行委員会

かわら版かわら版
第2号第2号原釜尾浜防災緑地

≪実行委員会≫

①実行委員長・副実行委員長の選出

②目標参加者数の検討・・・・・・・300人300人に決定！

③参加対象者の検討

≪植樹部会≫

④部会長の選出

⑤植樹に加える「ひと工夫」の検討

⑥植樹の運営に関する検討

≪イベント部会≫

④部会長の選出

⑤イベント内容の検討

お問合せ・実行委員会参加申し込み

福島県相双建設事務所

　復旧･復興部　道路･橋梁課

  

担当：吾妻・清水

電話：0244－26－1261

FAX ：0244－26－1197

【日時】2017年1月12日（木）【日時】2017年1月12日（木）
　　　　18:30～20:30　　　　18:30～20:30
【場所】東部公民館【場所】東部公民館

第２回実行委員会のお知らせ

①開会式のプログラムの検討
②受付等での配布物の検討
③植樹祭に向けた役割分担
④準備・段取りの検討
⑤段取りの手配計画

①イベント内容の検討
②植樹祭に向けた役割分担
③イベント準備内容の検討
④準備・段取りの検討
⑤段取りの手配計画

実行委員会の主な内容行委員会の主な内容実行委員会の主な内容行委員会の主な内容

次回の主な活動内容回の主な活動内容

　第１回実行委員会
　　　開催概要
　第１回実行委員会
　　　開催概要

日　時：2016年11月28日（月）
　　　　18：30～20：30
場　所：東部公民館
参加者：13名
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【発行】2016年12月

イベント部会イベント部会

植樹部会植樹部会

3名

角 達徳さん 熊谷 秀治さん 清水 満夫さん

松本 浩一さん 宗像 則夫さん 柳澤 實さん

黒田 夏貴さん 小幡 広宣さん 只野 俊晴さん

渡邊 昴さん

飯土井 光毅さん 管野 貴拓さん 菊地 基文さん

みなさまのご参加
　　 お待ちしています！

   第１回植樹祭は
2017年3月2017年3月です！
   第１回植樹祭は
2017年3月です！
   第１回植樹祭は
2017年3月です！
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つづきつづき イベントについて考えよう！イベントについて考えよう！

遊び遊び

見学など見学など

○ホッキの貝殻のメンコ

○ポケモンGO

△釣り

○リール投げ大会
釣りの代わりに重りをつけ遠投を競う。

○重機で穴掘り
他の祭で大人気であった。
砂浜でも良いので、穴掘り体験をできないか。

○高所作業車乗車体験
他の祭で大人気であった。
高いところから防災緑地を見学できる。

○見学会
高所作業車の代替案として、相馬港湾建設事務所屋上から防災緑地
を一望でき、眺望とパネル展示なども検討できる。

・広報について
県や市のHP、市の広報紙、ポスターやチラシの配布、皆さんのFacebook
等でPR・募集を行い、地域の方を優先にできるように配慮したい。

・樹木について
・カヤノキ：昔地元にあった高木
・クルミ：昔地元にあった（材はウォールナット）
・クリノキ：昔地元にあった
・マホガニー：外来樹種だが高級木材

その他



植樹部会植樹部会 植樹について考えよう！植樹について考えよう！ イベント部会イベント部会 イベントについて考えよう！イベントについて考えよう！

植樹の際の植樹の際の
ひと工夫ひと工夫

飲食物の飲食物の
提供提供

ステージステージ
イベントイベント

植樹植樹
リーダーリーダー

班編成班編成

◎植樹を担当した班員の名前等を看板に書いて残す

◎植栽箇所に引換券等を埋めておき、発見した人には
　  記念品をプレゼントする

△飛行機から見たときに、魚の形になるように植栽する

自分が植えた木のそばに個人のネームプレート等を残した場合、植樹後
の間引作業時に、その木が間引かれる可能性があるため、班で記念を残
すこととする。

　植樹部会では、基本的な植樹方法に付け加える「ひと工夫」や、植樹方法を参加者に指導する「植
樹リーダー」の集め方、植樹を行う際の班編成について話し合いました。

　イベント部会では、植樹祭の参加を募ることができるイベント内容について話し合いました。

◎リーダーは委員1人につき2人集め、30人を目指す
目標300人、一班当たり20名（うち植樹
リーダー2名）と仮定すると、植樹リー
ダーは30名必要となるとして設定した。

・子どもの募集に力を入れる
子どもが来ると大人も来ると期待できる。

・集落の人々に有償で管理
定年を迎えた方々は時間に余裕があるため、管理をお願いできると考え
られる。

◎参加団体を考慮した班編成とする
団体名等での看板設置を考慮した。

◎震災前の住民の方で班をつくり、これまで住んでいた

参加の声かけにつながると想定できる。

敷地の形全体を活かし、単純な形を作ることはできる可能性があるが、
植樹間隔・間引きを想定すると細かい形を作ることは難しい。

主に子どもを対象としたもの。具体的な方法は、今後検討する。

イベントのイベントの
基本条件基本条件

その他その他

◎浜カレー／販売のみ
浜フェス・おさかなフェス共に好評であった。
樹木のイメージで、ブロッコリーを立てることも検討。

　　  ◎浜汁(スープ)／無料提供・販売
寒いので暖かい汁を提供したい。浜汁またはドンコ汁で検討。

◎浜焼き体験／無料提供・販売
昨年度好評であったため、提供メニューに入れたい。

◎尾浜クーヘン体験(おばーむくーへん)／無料提供のみ
浜焼きの側溝を利用して子供参加型で作成する。
太さでギネスブックに挑戦もあり!?

○開会式

○チェーンソーアート
以前、環境公園でトーテム
ポールを制作して頂いた。

○原釜太鼓演舞
小学校で取り組んでいる（お祭りではお弁当支給）。
小田原から木材の提供を受けてバチを作り、それで叩く。

体験体験

△作って残せる遊具
設置場所がまだ無いことから、今後の検討項目。

○マイ箸作り
金型で形を作って削るだけなので、作業は簡単。
作ったお箸で食べていただくのも良い。

○マイバチ作り
機械である程度形取ることができるのではないか。

○ホッキの貝殻の下駄作り
竹馬や缶ぼっくりのようなものの貝殻バージョンを作ってはどうか。

○ホッキの貝殻の肥料作り
貝殻にカルシウム成分があって肥料になる。
肥料として使うために、参加者が金づちで細かく砕いて散布する。

◆浜フェス2015を引継ぐイメージを持って検討する。

◆植樹参加を促す工夫として、「植樹参加者はイベントで用意される飲

　食物を無料でいただける」といった付加価値をつける。

◆開催時間は11:00～14:00とする。

植樹の植樹の
基本条件基本条件

◆樹種
・クロマツ、スダジイ、ケヤキ、コナラ、サクラ類、タブノキ、サンゴジュ
・その他の樹種についても、樹種選定の目的・理由が適切であれば検討を行う
◆植樹密度
・1.4m間隔（2㎡に1本）で植栽する
・植樹場所には杭を打つ

エリアを優先的に植樹していただく

◎…決定事項　　○…検討・確認事項　　△…将来的な（第2～4回植樹祭での）検討事項


